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2023年度 小樽商科大学編入学生募集要項 

（昼間コース・夜間主コース共通） 

 
1 募集人員 

 
 
 
 
2 編入学の時期及び編入学年次 

編入学の時期は，2023 年 4 月 1 日とし，第 3 学年に編入するものとする。 
ただし，入学前の大学等における既修得の認定単位数によっては 2 年次への編入とする。 

 
3 出願資格 

  次のいずれかに該当する者 
(1) 日本において，学士の学位を有する者及び 2023 年 3 月までに学士の学位を授与される見込み

の者 
(2) 短期大学を卒業した者及び 2023 年 3 月卒業見込みの者 
(3) 高等専門学校を卒業した者及び 2023 年 3 月卒業見込みの者 
(4) 外国において，学校教育における 14 年以上（日本における通常の課程による学校教育の期間

を含む。）の課程を修了した者及び 2023 年 3 月までに修了見込みの者 
(5) 本学以外の修業年限 4 年以上の大学において 2 年次以上に在学（休学期間を除く）し，62 単位

以上を修得した者及び 2023 年 3 月までに修得見込みの者 
(6) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより，当該外国

の学校教育による 14 年以上の課程を修了した者 
(7) 専修学校の専門課程のうち，文部科学大臣の定める基準（修業年限が 2 年以上で，かつ，課程

の修了に必要な総授業時数が 1,700 時間以上であること）を満たすものを修了した者及び 2023
年 3月までに修了見込みの者（学校教育法第 90条に規定する大学入学資格を有するものに限る。） 

(8) 高等学校の専攻科の課程（修業年限が 2 年以上であり，その他の文部科学大臣の定める基準を

満たすもの）を修了した者及び 2023 年 3 月までに修了見込みの者（学校教育法第 90 条第 1 項

に規定する大学入学資格を有する者に限る。） 
  (9) 我が国において，外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置づけられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及

び 2023 年 3 月までに修了見込みの者 
 
4 出願手続（インターネット出願） 

(1) 出願期間及び出願書類等提出方法 
出願は，「インターネット出願システム」により行う。（紙媒体の願書はありません。） 

インターネット出願は，①インターネット出願システムからアカウント作成・出願登録，②検定

料の支払い，③（3）に示す出願書類等を出願期間内に郵送（または持参）することにより完了す
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る。 

出願期間：2022年 9月 5日（月）から 2022年 9月 12日（月）まで 

郵送の場合は，「簡易書留・速達」とし，9 月 12 日（月）必着とする。 
直接持参する場合は，8:30～17:15 まで（12:00～13:00 を除く。）とし，土曜日及び日曜日は取り

扱わない。 
※インターネット出願システムへの登録及び検定料の支払いが完了しても，出願書類が提出期限ま

でに届かない場合は，出願を受理しないので，注意すること。 
 
(2) 願書提出先 

〒 047-8501 小樽市緑 3 丁目 5 番 21 号 小樽商科大学教務課入試室  0134-27-5254 
 

[インターネット出願システムに登録に当たっての留意事項] 
  
・インターネット出願システムの URL は，9 月に本学受験生サイト（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）

に掲載する。 

・出願の際は，プリンタ，メールアドレス，顔写真データ（JPEG 形式,3MB 以内）及び(3)の書面で

準備する資料が必要となるので，必ず準備をしてから出願すること。 

・インターネット出願サイト利用中の操作ミスや，接続不良を理由とした出願期間後の申込は受付け

ないので，インターネット環境に不安のある場合は，必ず出願期間前に小樽商科大学教務課入試室

まで申し出ること。 

・インターネット出願システムの登録後，登録内容の修正はできないため，登録前に誤りがないか十

分に確認のうえ，登録すること。 

・検定料はコンビニエンスストア払いのみの取扱いとなる。 

・出願登録は各入試区分の出願期間開始日の 0 時から出願期間最終日の 23 時 59 分まで行うことを可

能とする。ただし，検定料の支払いは出願期間最終日までとし，出願書類の郵送は出願期間最終日

の必着とする。 
 
 (3) 出願書類等（＊印は，本学所定の様式） 

書 類 等 提出者 摘 要 

インター

ネット出

願システ

ムより登

録・印刷 

＊入 学 志 願 票 全 員 インターネット出願システム（本学受験生サイト

からアクセス）にて所定の事項を入力し，出願前 3
ヶ月以内に撮影した志願者のカラー写真（上半身・

脱帽・正面向き・3MB 以内のもの）をアップロー

ドすること。 
その後，検定料の支払い手続きを行い，入学志願

票・写真票・履歴書を A4 両面でカラー印刷するこ

と。 
入学志願票の「出願資格」，「国籍・在留資格の種別」

（該当者のみ），「志願者の履歴」．「日付・署名」は

手書きで記入すること。 
 

＊写 真 票 
 写真のアップロード 

全 員 

＊履 歴 書 全 員 

https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/
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＊宛 名 ラ ベ ル 全員 
インターネット出願システムから本学様式の宛

名ラベルを印刷し，出願用封筒（市販の角形 2 号封

筒）に貼り付けること 

書面で準

備する書

類 

卒業（見込）証明書又は在

学証明書 全 員 
卒業した者は卒業証明書，2023 年 3 月卒業見込み

の者は卒業見込証明書，在学中の者は在学証明書（在

学年次を明示したもの）を提出すること。 

成 績 証 明 書 全 員 

在籍又は出身学校長等が証明したもの。（修得単位

数が明記されたものとする。なお，2023 年 3 月まで

に単位修得見込みの科目については，評価欄に○印

を付すこと。） 
 

角 形 2 号 封 筒 全 員 
 市販の角形 2 号封筒を用意し，インターネット出

願システムから出力した宛名ラベルを貼り，出願に

必要な書類を封入して提出すること。 

そ の 他 該当者 

(1) 日本に居住する外国人は，在留カードの写し（転

入届を済ませていない者は，パスポートの写し）。 
(2) 提出書類中，外国語で書かれた証明書等には，

その日本語訳を添付すること 
コンビニ

エンスス

トアでの

払込手続

きをする

もの 

検 定 料 全 員 

昼間コース；30,000 円。夜間主コース；18,000 円。 
インターネット出願システムの指示に従って，コ

ンビニエンスストアにて支払うこと。コンビニエン

スストアで発行された検定料の領収書（支払いを行

ったお店の受領印が押されたもの）は，入学試験が

終わるまで保管すること。 
なお，出願受付後の既納の検定料は返還しない。 

注：3 出願資格の（5）で出願する者で，62 単位以上修得見込みであることが成績証明書で確認でき
ない場合，別途，単位修得見込証明書（履修科目証明書）を提出すること。なお，当該証明書が
発行できない場合，「履修登録確認表の写し（又は Web 履修登録画面の印刷）」での代替を認める。
各科目の単位数が明記されない場合は，科目名・単位数が明記されている講義要領の該当ページ
をコピーし，提出すること。 
また，出願時点で後期の履修登録が済んでいない場合，履修予定科目の科目名と単位数を記載し
た一覧表（word ファイル等で作成し印刷したもの）と，各科目の科目名・単位数が明記されてい
る講義要項の該当ページをコピーし，提出すること。 

注：出願資格の(7)により出願する者は，上記の出願書類の他に，次のいずれかの書類を提出すること。 
ア 修業年限が 2 年以上で，かつ，修了に必要な総授業時数が 1,700 時間以上の専門課程を修了し

たこと又は，修了見込みであることを証明する書類 
イ 専門士の称号の付与が認められた専門課程を修了したこと又は，修了見込みであることを証明

する書類 
注：出願資格の(8)により出願する者は，上記の出願書類の他に書類提出を求める場合があるので，出

願前に教務課入試室に相談すること。 
 

 (4) 出願上の注意 
ア 受理した出願書類等は，いかなる理由があっても返還しない。 
イ 出願書類に不備がある場合は，受理しない。 

 
(5)  受験票について 

 出願書類が受理された志願者には，9 月 20 日（火）12:00（予定）より，インターネット出願シ

ステムから受験票の印刷が可能となるので，各自印刷して試験当日必ず持参すること。 
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5 選抜方法 

  学力検査（各学科において定めた科目等）の成績及び面接を総合して判定する。 
学力検査の科目及び配点 

学 科 科 目 等 配 点 

経 済 学 科 
専門科目［注 1］ 経済学 200 点 

外国語又は数学 
［注 1］ 

英語又は数学 
（出願時に 1 科目選択） 

100 点 

商 学 科 
専門科目［注 1］ 商学 200 点 

外国語又は数学 
［注 1］ 

英語又は数学 
（出願時に 1 科目選択） 

100 点 

企業法学科 
小論文［注 2］ 法律問題に関する小論文 200 点 

外国語 英語 100 点 

社会情報学科 
専門科目［注 1］ オペレーションズ・リサーチ 200 点 

外国語又は数学 
［注 1］ 

英語又は数学 
（出願時に 1 科目選択） 

100 点 

［注 1］ 2023 年度編入学試験における参考文献については，7 頁を参照すること。 
［注 2］ 基礎的な法的思考力（考察力，文章表現力，論理的思考力等）を見るための試験である。 
    必要な場合は，問題に参考資料を添付し，あるいは受験時に六法を貸与することがある。 

 
6 学力検査の日時等 

(1) 学力検査  2022年 10月 15 日（土） 

学 科 時 間 科 目 等 
経 済 学 科 
商 学 科 
社会情報学科 

10:00～12:00 専門科目 

13:00～14:30 英語又は数学 

企業法学科 
10:00～12:00 小論文 

13:00～14:30 英語 

(2) 面 接  2022年 10月 16 日（日） 10:00～ 

（各自の面接予定時刻については，受験票にて通知する。） 

 

7 試験場 

  小樽商科大学（小樽市緑 3 丁目 5 番 21 号） 
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8 合格者の発表 

  2022年 11 月 10日（木） 10:00 

合格者の受験番号を，本学大学会館前及び小樽商科大学教務課入試室受験生サイト

（https://nyushi.otaru-uc.ac.jp/）に掲示する。さらに，合格者には，合格通知を送付する。 
 

9 合格発表後の流れ 

 【2022 年 12 月上旬】 
  ・編入学年次決定に係る書類の提出手続（※１） 

 【2023 年 2 月下旬】 
  ・編入学年次の決定・通知 

 【2023 年 3 月】 
  ・研究指導（ゼミ）の選考・決定手続（※２） 

  ・入学手続 

 ※１ 入学前の大学等における既修得単位の認定手続について 

    本学に入学する前に在学した大学等において修得した単位については，小樽商科大学学則の定

める基準に従って，その一部を本学の単位として認定することができる。 

 ※２ ３年次編入の場合は，所属希望ゼミへの選考活動を行う。 

    なお，選考の結果，定員等により希望が叶わない場合がある。 

 

10 入学手続 

(1) 入学手続期間 
2023年 3月 22日（水）から 2023年 3月 26日（日）まで 

手続方法，受付時間帯等の詳細は，合格通知送付後の入学手続案内により通知する。 
なお，入学手続期間中に入学手続を完了しない場合は，入学辞退者として取り扱う。 

(2) 提出書類 
本学が指定したもの（入学手続案内により通知する。） 

(3) 入学手続に要する経費 
    入学料及び授業料 

 昼間コース 夜間主コース 納付時期 
入学料 282,000 円 141,000 円 入学手続期間内に納付 
授業料 前期分 267,900 円 

［年額 535,800 円］ 
前期分 133,950 円 
［年額 267,900 円］ 

入学後（2023 年 5 月中）に納付 

注）上記の納付額は予定額であり，入学時及び在学中に学生納付金の改定が行われた場合には，

改定時から，新たな納付金が適用される。 

ア 入学料，授業料の納付方法，免除，徴収猶予の申請等詳細については，入学手続案内によ

り通知する。 
イ 既納の入学料は，いかなる事情があっても返還しない。 
【入学料免除等の問い合わせ先】 
小樽商科大学学生支援課授業料免除担当   0134-27-5245 
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11 障がい等のある入学志願者の事前相談について 

  障がい等（身体障がい，発達障がい，精神障がい，病弱・虚弱等）があり，受験及び修学上の配慮

を必要とする入学志願者は，出願開始日から起算して１週間前までに本学教務課入試室に相談するこ

と。 
  日常生活においてごく普通に使用している補聴器，松葉杖，車椅子等を使用して受験する場合も，

配慮を必要とすることがあるので，必ず相談すること。 
なお，期限経過後及び出願後に配慮が必要になった場合は，速やかに申し出ること。 
事前相談の方法等については，小樽商科大学教務課入試室受験生サイト（https://nyushi.otaru- 

uc.ac.jp/）を確認するか，電話で問い合わせること。 
  また，事前相談が合否に影響することは一切ない。 
 
12 個人情報の取扱いについて 

(1) 本学が保有する個人情報は，「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」等の

法令を遵守するとともに，「北海道国立大学機構保有個人情報管理規程」に基づき，保護に万全

を期している。 
(2) 志願者の氏名，住所その他出願書類により取得した個人情報及び入学試験成績については，入

学者選抜（出願処理，選抜実施），合格発表，入学手続，入学者選抜方法等の調査・研究及びこ

れらに付随する業務を行うために利用する。 

(3) 合格者の個人情報は，入学後の学籍管理，成績管理，授業料管理，図書館利用管理の他，教育

活動，学生生活支援及び就職支援活動に必要な組織内の業務遂行のためにのみ利用する。 

  なお，北海道内の国立大学が，教養教育の充実強化を図る目的で締結した単位互換協定に基づ  

く包括的授業の運営のため，前記の業務に必要な個人情報を各大学及び北海道地区国立大学連携

教育機構に提供することがある。 

 
13 受験上の注意 

(1) 試験当日は，必ず「本学受験票」を持参すること。受験票がなければ学力検査及び面接試験を

受けることができないので注意すること。 
(2) 試験当日に「本学受験票」を紛失又は忘れた場合は，係員の指示を受けること。 
(3) 試験日における試験室への入室開始時刻は，9:00 とする。受験者は遅くとも試験開始 20 分前

までに各自の試験室に入室し，受験番号を確認の上，着席していること。 
 (4) 試験時間中は，「本学受験票」を常に机の上に置いておくこと。ただし，試験終了等により退

室するときは，必ず携行すること。 
(5) 試験時間中，机の上には，次のもの以外の所持品を置いてはいけない。これら以外の所持品を

使用又は置いている場合には，解答を一時中断させて，試験終了まで預かることがある。 
「本学受験票」「鉛筆」「シャープペンシル」「消しゴム」「鉛筆削り（電動式，大型のもの，ナ

イフ類を除く）」「時計（辞書，電卓，端末等の機能があるもの，それらの機能の有無が判別し

づらいもの，秒針音のするもの，キッチンタイマー，大型のものを除く）」「眼鏡」「ハンカチ」

「ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけ取り出したもの）」「目薬」 

(6) 電子機器類（「携帯電話」「スマートフォン」「腕時計型端末」「電子辞書」「ＩＣレコーダー」

等）は，試験室入室前にアラームを解除し，電源を必ず切ってから，かばん等にしまうこと。試

験時間中に，これら電子機器類を手に持ったり，上着等のポケットなどにしまっているなど，身
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につけていることが判明した場合，不正行為となることがある。 
(7) 試験時間中は，監督者の指示に従うこと。 
(8) 試験開始時刻に遅刻した場合は，係員の指示に従うこと。試験開始後 30 分以内の遅刻に限り

受験を認める。 
なお，試験当日，定時運行している交通機関に事故又は災害等が発生し，多数の受験者が試験

開始時刻までに到着できない場合には，試験開始時刻を繰り下げることがある。 
また，試験前日の降雪等により交通機関が乱れ，試験に間に合わない事例があるため，予め天

候状況等に留意し，試験の前々日までに受験地に到着するなど，余裕のある旅行計画とすること。 
(9) 上履きは必要ない。 

  (10) 不正行為を行った場合は，その場で，受験の中止と退室を命じられ，それ以後の受験はでき

なくなり，受験したすべての教科の成績は無効となる。 

(11)  受験について，電話等で照会する場合は，必ず志願者本人が行うこと。 
(12)  新型コロナウイルス感染症予防対策に関わることについては，受験票とともに通知する。 
 

14 その他 

出願資格を取得見込みの合格者が所定の期日までに資格を取得できなかった場合は，入学を取り

消す。 
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2023 年度小樽商科大学編入学試験のための参考文献 
   
 以下に，本学の編入学試験にとって役に立つと思われる文献をまとめてあります。 
 ただし，これらは，出題範囲を限定するものではありません。 
 
 
【経済学】 
 ●福田慎一・照山博司『マクロ経済学入門 第 5 版』有斐閣 2016 年 

●二神孝一・堀敬一『マクロ経済学 第 2 版』有斐閣  2017 年 
●奥野正寛（編著）『ミクロ経済学』東京大学出版会 2008 年 

 ●岡田章『ゲーム理論・入門 新版』有斐閣 2014 年 
 
【商学】 
●伊丹敬之・加護野忠男『ゼミナール経営学入門（第 3 版）』日本経済新聞社 2003 年 
●榊原清則『経営学入門（第 2 版）上・下』日本経済新聞出版社 2013 年 
●渡部裕亘・片山覚・北村敬子編著『検定簿記講義／2 級商業簿記』中央経済社 2022 年 
●岡本清・廣本敏郎編著『検定簿記講義／2 級工業簿記』中央経済社 2022 年 
●住谷宏『流通論の基礎（第 3 版）』中央経済社 2019 年 
●酒井良清・鹿野嘉昭『金融システム（第 4 版）』有斐閣アルマ 2011 年 
●和田充夫・恩蔵直人・三浦俊彦『マーケティング戦略（第 6 版）』有斐閣 2022 年 

 
【法律問題に関する小論文】 
●林誠司編『カリンと学ぶ法学入門（第２版）』法律文化社 2021 年 
●細川幸一（著）『新版 大学生が知っておきたい生活のなかの法律』慶應義塾大学出版会 2022 年 

 
【オペレーションズ・リサーチ】 
●大堀隆文・加地太一・穴沢務『例題で学ぶ OR入門』コロナ社 2017 年  

●森雅夫・松井知己 『オペレーションズ・リサーチ』朝倉書店 2004 年 

 
【数学】 
●石村園子『やさしく学べる微分積分』共立出版 1999 年 
●石村園子『やさしく学べる線形代数』共立出版 2000 年 
●三宅敏恒『入門微分積分』培風館  1992 年 
●三宅敏恒『入門線形代数』培風館  1991 年 

 
 

 


